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論文審査の要旨 

 

早産児の代表的呼吸器疾患である慢性肺疾患（CLD）は未熟肺における慢性的な炎症と

線維化によって惹起され、成長や発達の遅れの原因となりうる疾患である。抗凝固因子

であるプロテイン C（PC），プロテイン S（PS），トロンボモジュリン（TM）は、抗炎

症作用も有し、成人では肺障害の程度を反映する指標として有用とされるので、極低出

生体重児（VLBW）において CLD 発生とこれら因子の出生時血中濃度との関連について

検討している。結果、CLD との関連は見られなかったものの、PS と出生体重との正の

相関関係や TM と在胎週数との負の相関関係があることを明らかにしている。公聴会に

おいては、PC、PS、TM の新生児の正常値について回答、PS と出生体重と正の相関につ

いては、成長に伴う肝臓の成熟の影響によるものと回答された。TM と在胎週数の負の

相関については、TM が抗凝固や抗炎症だけではなく胎盤の形成や胎児の発育・器官形

成に関わる因子のため、在胎週数が低いほど TM が高くなると考察された。他の質疑に

対する応答ともに適切で論理的であり、本研究は発生・発達医学の発展に寄与すると考

えられ博士（医学）に学位に値すると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに器官機能・病態制御医学 発

生・発達医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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